
平成28年５月16日

各　位

     会 社 名　  九州電力株式会社

     代表者名  　代表取締役社長 瓜生 道明

     (コード番号 9508 東証第一部・福証)

     問合せ先　　業務本部決算グループ長 田中 正勝

     (TEL   　　 092-761-3031)

　平成28年４月28日に発表いたしました「平成28年３月期　決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部に

ついて、下記のとおり訂正いたします。なお、数値データ（ＸＢＲＬデータ）については、訂正はあ

りません。

  　〔訂正箇所〕

　　・サマリー情報　(参考)種類株式の配当の状況

　　　　訂正内容については、本資料の２ページに記載。

　　・サマリー情報　(参考)資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳

　　　　訂正内容については、本資料の３ページに記載。

　　・８ページ　１．経営成績・財政状態に関する分析

　　              (3)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　　　　訂正内容については、本資料の４ページに記載。

(訂正)「平成28年３月期　決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について

     記
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訂正箇所には下線を付しております。 

  

サマリー情報 

(参考)種類株式の配当の状況 

  

【訂正前】 

  

(参考)種類株式の配当の状況 

  

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

  

年間配当金 
Ａ種優先株式 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 
28年３月期 

－ 
－ 

0.00
0.00

－ 
－ 

0.00
7,153,762.67

0.00
7,153,762.67

29年３月期(予想) － － － － － 

(注) 平成28年３月期の配当原資は、資本剰余金であり、詳細は、以下の「資本剰余金を配当原資とする配当金の内 
  訳」をご覧ください。 
   平成29年３月期の配当につきましては、未定としております。今後、予想が可能となった時点で、速やかにお 
  知らせします。 

 

 

【訂正後】 

  

(参考)種類株式の配当の状況 

  

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

  

年間配当金 
Ａ種優先株式 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 
28年３月期 

－ 
－ 

0.00
0.00

－ 
－ 

0.00
7,153,763.00

0.00
7,153,763.00

29年３月期(予想) － － － － － 

(注) 平成28年３月期の配当原資は、資本剰余金であり、詳細は、以下の「資本剰余金を配当原資とする配当金の内 
  訳」をご覧ください。 
   平成29年３月期の配当につきましては、未定としております。今後、予想が可能となった時点で、速やかにお 
  知らせします。 
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サマリー情報 

(参考)資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

 

【訂正前】 

 

(参考)資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

  

平成28年３月期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳は以下のとおりです。 

普通株式 

基準日 期末 合計 

１株当たり配当金 5円00銭 5円00銭

配当金総額 2,369百万円 2,369百万円

 

Ａ種優先株式 

基準日 期末 合計 

１株当たり配当金 7,153,762円67銭 7,153,762円67銭

配当金総額 7,153百万円 7,153百万円

(注) 純資産減少割合については現在計算中であり、確定次第開示いたします。 

  

  

【訂正後】 

  

(参考)資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

  

平成28年３月期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳は以下のとおりです。 

普通株式 

基準日 期末 合計 

１株当たり配当金 5円00銭 5円00銭

配当金総額 2,369百万円 2,369百万円

 

Ａ種優先株式 

基準日 期末 合計 

１株当たり配当金 7,153,763円00銭 7,153,763円00銭

配当金総額 7,153百万円 7,153百万円

(注) 純資産減少割合については現在計算中であり、確定次第開示いたします。 
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８ページ
１．経営成績・財政状態に関する分析　(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

【訂正前】

  (3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　　　　当社は、安定配当を維持するとともに、中長期的な観点から株主の皆さまの利益拡大を

　　　図ることを利益配分の基本方針としております。

　　　　期末の配当につきましては、当年度の業績や財務状況等を総合的に勘案し、普通株式１

　　　株につき５円、優先株式１株につき 7,153,762円67銭といたしました。

　　　　次期の配当につきましては、玄海原子力発電所の具体的な再稼働時期を見通せないこと

　　　などから、普通株式、Ａ種優先株式ともに未定としております。今後、予想が可能となっ

　　　た時点で、速やかにお知らせします。

【訂正後】

  (3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　　　　当社は、安定配当を維持するとともに、中長期的な観点から株主の皆さまの利益拡大を

　　　図ることを利益配分の基本方針としております。

　　　　期末の配当につきましては、当年度の業績や財務状況等を総合的に勘案し、普通株式１

　　　株につき５円、優先株式１株につき 7,153,763円といたしました。

　　　　次期の配当につきましては、玄海原子力発電所の具体的な再稼働時期を見通せないこと

　　　などから、普通株式、Ａ種優先株式ともに未定としております。今後、予想が可能となっ

　　　た時点で、速やかにお知らせします。

以　上  
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